
第１分科会Ｂ 「主体的・対話的で深い学び」の実現
ー学校教育目標を意識した授業改善の試みー

岡山市立岡北中学校 森安史彦



１ はじめに
⑴ 本校の概要

⑵ 現状と課題

⑶ 校長としての考え

２



こうほく

⑴ 岡山市立岡北
中学校の概要

位置 岡山駅から北へ2.5㎞
学区はさらに北へ12㎞超

(JRの駅が４つ)

生徒数 421 名
通常学級 12 クラス
特別支援学級 2  クラス



⑵ 現状と課題 R5全国学力・学習状況調査より

４件法で、
「あてはまる」
の割合

(36)１・２年生の時に受けた授業で、

自分の考えを発表する機会では、
自分の考えがうまく伝わるよう、
資料や文章、話の組み立てなど
工夫して発表していましたか。

(40)学級の生徒との間で話し合
う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができ
ていますか。

本校 １９．３ ３７．０

岡山県 ２０．６ ３７．６

全国 ２１．９ ３４．３

主体的
対話的
な学びの
不足

(36)～(42)の他項目について、本校と県との差の平均 5.3

(36)～(42)の他項目について、本校と国との差の平均 7.6



⑶ 校長としての考え 中学校学習指導要領

（第１章総則 第１）
「学校の教育活動を進めるに当たっては、
各学校において、主体的・対話的で深い学びの実
現に向けた授業改善を通して、（中略）創意工夫
を生かした特色ある教育活動を展開する中で、生
徒に生きる力を育むことを目指す」

５

１ 教員へのアプローチ
⑴「学校教育目標」との関連付いた授業づくり
⑵質の高い研修の場づくり（特に若手OJT）



⑶ 校長としての考え

１ 教員へのアプローチ
⑴「学校教育目標」との関連づいた授業づくり
⑵質の高い研修の場づくり（特に若手OJT）

２ 生徒へのアプローチ
・主体的・対話的な学びを生み出す場づくり

３ 留意点
⑴オーソドックスな取組を丁寧に
⑵複数年を見通し、持続可能な取組に

６



２ 教員へのアプローチ
⑴ 学校組織づくり

⑵ ヴィジョンの共有

⑶ 教員研修体制の整備

７



⑴ 学校組織づくり

令和４年度赴任１年目
① 学校評価項目の見直し ６月～８月
② 校務分掌組織の見直し ８月～１０月
③ 学校教育計画の見直し １０月～１月
（学校教育目標、指導の重点、
目指す学校像・生徒像・職員像の見直し）

８



⑴ 学校組織づくり令和５年度 学校教育目標 指導の重点

学校教育目標

自立に向かって成長し、社会に貢献できる生徒の育成

令和５年度 指導の重点
⑴ 生徒が安心して生活できる場づくり（居場所づくり）
⑵ 生徒が活躍できる場づくりとそのフィードバック（絆づくり）
⑶ 生徒の個性や課題に応じた適切な指導・支援
⑷ 生徒が専門教科の魅力に気付き、「自学」に向かう授業づくり
⑸ 単元や題材のまとまりの中で、学習の見通しと振り返りのある授業づくり
⑹ 身の周りの課題から世界的な課題まで広く社会に目を向けたSDGsの取組



⑵ ヴィジョンの共有① 「本校の授業イメージ」の共有

主体的な学び
の基盤

対話的な学び
の基盤



⑵ ヴィジョンの共有
② 「授業研究の在り方」の共有 「授業研究会って必要ですか？」



⑵ ヴィジョンの共有
② 「授業研究の在り方」の共有「授業研究会って必要ですか？」



⑵ ヴィジョンの共有
② 「授業研究の在り方」の共有

「授業以外の研修も必要じゃないですか？」



⑶ 教員研修体制の整備① 若手中心の校内OJT研修

市教委「OJT若手教員育成支援プロジェクト」を充実させる
対象者の２年目・３年目教諭・講師は公開授業
→それぞれの悉皆研修に指導案を持参

＜注力した点＞
ア 事前検討会を重要視
イ 協議会では、次の授業者につながる課題
ウ 事前検討会・協議会では、フォロー役をする。
エ 公開授業だけの手立ては施さない。
オ 公開授業は６限・協議会は放課後

研修で自信をもって
発表できる！
→真摯な研修意識
→成長の好循環



⑶ 教員研修体制の整備 ② 全体研究授業

＜注力した点＞
ア OJT同様に事前検討会を重視。
イ 大学教授に複数年で指導助言を依頼。
ウ 課題から作成した「授業参観シート」
エ 「授業参観シート」の項目、「指導の重点」、
各教員の「目標取組シート」 をつなぐ。
オ 協議会では、教員同士が学び合いを体験できる工夫。

15



【表現力の育成のために】…本校研究主題の実現
㋐ 学習指導案の下線部分の活動は表現力育成に適切であったか
㋑ 生徒が自らの考えを持ち、他者と交流することで考えを広げたり深めた
りすることができていたか（個人→グループ→全体→個人）
㋒ 単元構成の中で、振り返りが適切に設定されていたか

【主体的な学びのために】…幼小中統一主題の実現
㋓ 多様な考えや答えが生まれるような学習課題の設定、発問の工夫と
なっていたか
㋔ 評価ABCのそれぞれの生徒に対しての支援が適切であったか
㋕ 生徒が既習事項を活用しながら、学びに向かっていたか

⑶ 教員研修体制の整備
② 全体研究授業 「授業参観シート」と「研究部会」

つながり部会

学びたい部会

ABC部会



【R６ 指導の重点】
⑶ 生徒の個性や課題に応じ
た適切な指導・支援

⑷ 生徒が学びたくなるような
学習課題のある授業や行事

⑸ 生徒が自らの考えを持ち、
他者との交流で考えを広げ深
める授業や行事

【R6 校内研究の分科会】
○ ABC部会
オ 評価ABCの生徒への支援が…

○ 学びたい部会
エ 多様な考えや答えが生まれるよう
な学習課題、発問 …

○ つながり部会
イ 生徒が自らの考えを持ち、他者と

⑶ 教員研修体制の整備
② 全体研究授業 「研究部会」と「指導の重点」 17



「所属として設定した組織
目標又は重点事項」

⑶ 教員研修体制の整備
② 全体研究授業 「指導の重点」と「目標取組シート」

「指導の重点」から２つ以
上の選択をする。
所属する研究部会のテーマ
に関連した「指導の重点」
は必ず入れる。
（ABC部会→⑶、
学びたい部会→⑷、
つながり部会→⑸）



3 生徒へのアプローチ

19

⑴ 冬休み・夏休みの思い出

⑵ 新聞を活用した週末課題

⑶ 自学ノート



⑴ 冬休みの思い出・夏休みの思い出 20

発表だけにせず
・発表後にフロアから質問や感想
・教員からポジティブなコメント

↓
主体的・対話的な学びを生み出す
クラスづくりに

↓
生徒がファアシリテートできる
自治的なクラスに

主体的・対話的な学び



⑵ 新聞を活用した週末課題 21



⑶ 自学ノート 22



４ 成果と課題
⑴ 学校評価アンケート

⑵ 生徒へのアプローチ

⑶ 教員へのアプローチ

23



⑴ 学校評価アンケート 10月実施 生徒の変容 24

４件法で、「あては
まる」の割合

私は、授業でのグループ学
習により、学びが深まってい
る。

私は、授業での「めあて」により、
学習の見通しを持つことができ
ている。

R5←R4
全校

42.4←45.6
(-3.2)

24.8←33.9
(-9.1)

R5 ３年生
←R4 ２年生

51.5←44.5
(+7.0)

27.7←25.5
(+2.2)主体的・

対話的
で深い
学びへ



⑴ 学校評価アンケート 10月実施 教員の変容 25

４件法で、「あては
まる」の割合

学校では、教育活動の中に
子どもの学び合いや話合い
活動を入れている。

授業の中で、自分で考え、表
現する場を設定している。

R5←R4
全校

60.7←48.3
(+12.4)

60.7←38.7
(+22.0)



⑵ 生徒へのアプローチ 自学ノートの例 26



⑵ 生徒へのアプローチ クラスの活性化

「冬・夏休みの思い出」 → 同様の学習を広げる
生徒が、ファシリテート

27

主体的・対話的な学び
を生み出す場づくり



【R６】
⑶ 生徒の個性や課題に応じた適
切な指導・支援
⑷ 生徒が学びたくなるような学
習課題のある授業や行事
⑸ 生徒が自らの考えを持ち、他
者との交流で考えを広げ深める授
業や行事

【R５】
⑶ 生徒の個性や課題に応じた
適切な指導・支援
⑷ 生徒が専門教科の魅力に気
付き、「自学」に向かう授業づくり
⑸ 単元や題材のまとまりの中で、
学習の見通しと振り返りのある授
業づくり

⑶ 教員への

アプローチ

自校の授業課題による「授業参観シート」をアップデート
→「指導の重点」のアップデート

「学校教育目標」と関連づいた授業づくり



⑶ 教員へのアプローチ（成果） 若手OJT 自立へ

※当該…公開授業をする教科・学年

29

・検討会・協議会
での「学び合い」、
リーダーシップの
体験

→主体的・対話
的な学びへ

R4 R5 R6

参
加
者

若手５人
当該メンター
研究主任
当該学年主任

若手４人
当該メンター
研究主任

若手５人
当該メンター

司
会

当該メンター 当該メンター 若手(３年目、
研究副主任）



⑶ 教員へのアプローチ（成果）質の高い研修の場づくり

＊オーソドックスな取組を丁寧に

目安

① 教科会などで検討

② １週間前 事前検討会

③ 起案→教育センター
や大学教員へ事前に
送付

・事前検討を大切にし、
「指導案を練る」組織づくり
→ 深い学びへ

・全ての子（ABC）に
「学びたい」と「つながり」を！
→ 主体的・対話的な学びへ



⑶ 教員へのアプローチ（課題） さらに「深い学び」へ向けて

○教科とのつながりを深める
・「見方・考え方」を働かせる授業
・他教科・他分野と結びついた横断的な授業
・小学校や下学年の既習事項を生かした授業

○子どもの姿からの見取りの精度を上げる

＊複数年を見通し、持続可能な取組に



５ おわりに

令和４・５年度
岡山県校長会特別研究委員
会の皆様をはじめ多くの先生
方、多大なご協力をありがとう
ございました。

32


